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1-計画の方針

5か年の目標の実現に向けて、「横浜みどりアップ計画」では、次の3つの柱と、効果的な広報に重点的に取り
組みます。計画の体系や具体的な事業内容は、次頁以降に記載しています。

計画の理念

みんなで育む　みどり豊かな美しい街　横浜

森（樹林地）の多様な役割や機能が発揮されるよう、緑のネットワークの核と
なるまとまりのある森を重点的に保全するとともに、保全した森を市民・事業
者とともに育み、次世代に継承します。

計画の柱

効
果
的
な
広
報
の
展
開

市民とともに次世代につなぐ森を育む

計画の理念のもと、2024（令和6）年度から2028（令和10）年度までの5か年の目標を、次のとおりとします。
5か年の目標

良好な景観形成や生物多様性の保全など、農地が持つ環境面での役割や機
能に着目した取組、地産地消や農体験の場の創出など、市民と農の関わりを
深める取組を展開します。

市民が身近に農を感じる場をつくる

街の魅力を高め、賑わいづくりにつながる緑や花、市民が実感できる緑の創出に
取り組みます。また、地域で緑を創出・継承する市民や事業者の取組を支援します。

市民が実感できる緑や花をつくる

緑地保全制度による指定が進むことで樹林地の担保量が増加、水田の保全面積を維持、
市街地で緑を創出する取組が進展　など

1.緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します

森の保全管理など緑の多様な役割や機能を発揮する取組の進展、
緑や花の創出により街の魅力・賑わいが向上　など

2.地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や事業者が緑に関わる機会が増加　
など

3.市民と緑との関わりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します

柱1

柱2

柱3
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2-計画の体系

事業① 市民の理解を広げる広報の展開 

効果的な広報の展開

事業① 良好な農景観の保全 

事業② 農とふれあう場づくり 

事業③ 身近に農を感じる地産地消の推進

事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開 

柱2 市民が身近に農を感じる場をつくる 

施策1
農に親しむ
取組の推進 

施策2
「横浜農場」の展開による
地産地消の推進 

事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

事業② 良好な森の育成 

事業③ 森に関わる多様な機会の創出 

柱1 市民とともに次世代につなぐ森を育む

施策1
まとまりのある
樹林地の保全・活用

事業① まちなかでの緑の創出・育成 

事業② 緑や花があふれる地域づくり 

事業③ 子どもを育む空間での緑の創出・育成

事業④ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成 

柱3 市民が実感できる緑や花をつくる 

施策1
市民が実感できる
緑や花の創出・育成 

施策2
ガーデンシティ横浜の
更なる推進 
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